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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本申請研究の目的は光反応における光受容タンパクの揺らぎ変化の緩和過程を検出する

ことである。具体的にはタンパク質に固定化させた蛍光プローブの左右円偏光成分の発

光強度差(g値)を測定する。g値は蛍光プローブ(レポート分子)のキラリティーを明確に

反映するため、タンパク質の超分子構造の微細な変化に対しても極めて敏感である。こ

のg値の経時変化から光受容タンパク質の光反応による揺らぎの変化とその緩和過程を

検出する。今年度(平成22年度)はスクシンイミド基を持つβジケトネート配位子をタン

パク質のリシン残基と反応させてタンパク質に固定化し、この配位子部位にユーロピウ

ム(III)イオンを配位させることでユーロピウム(III)錯体をタンパク質に固定化した。

固定化を行なったタンパク質は主にウシ血清アルブミン(BSA)とStaphylococcus	
 aureus	
 

recombinant	
 nuclease	
 A	
 (SNase)の2種類であり、これら2種類のタンパク質に固定化し

たユーロピウム(III)錯体からは強い円偏光発光のシグナルが得られることを明らかに

した。特にBSAに固定化したユーロピウム(III)錯体の円偏光発光はユーロピウム(III)イ

オンの電気双極子遷移と磁気双極子遷移に由来する発光バンドに大きな左右円偏光強度

差を与えた。また電気双極子遷移における円偏光発光シグナルは全角運動量子数 	
 (J	
 =	
 

2),の2J+1	
 =	
 5本に対応した特徴的な分裂パターンを与えた。このような円偏光発光にお

ける特徴的な分裂パターンは円偏光発光によって目的のタンパク質を識別することに役

立つと考えられる。 	
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